
 

令和２（2020）年度 

自己点検・評価書 

兵庫大学・兵庫大学短期大学部 



大学質保証委員会 委員長所見 

 

この度、令和 2（2020）年度事業計画について、「兵庫大学・兵庫大学短期大学部 内

部質保証実施要領」に基づき、期末報告・最終評価を行った。 

 

１．自己点検・評価の意義 

 本学で行う自己点検・評価は、建学の精神、本学の目的及び各種方針等の実現に向け

て、内部質保証を恒常的に機能させることを目的としている。この内部質保証とは、本学

の諸活動を自己点検・評価したうえで、その結果を明らかにするだけでなく、結果を検証

して改善に結びつけることにある。 

 令和 2 年度に本学の内部質保証方針及び実施体制を改定し、本年度は、これに基づき実

施する初めての自己点検・評価であること、そして、「Vision 2024（第３次中期計画）」の

1 年目にあたる自己点検・評価でもある。このことから、内部質保証の方針や実施体制に

ついても、課題が無いか等、確認を行いながら、進めてきた。 

 単年度の事業計画を評価する、というものではなく、この自己点検・評価が本学の短期

及び中長期的な発展に大きく影響することを自覚し、自己点検・評価を行った。 

 

２．評価結果について 

 令和 2 年度は世界規模で新型コロナウイルス感染症が拡大し、高等教育機関において

も、その対策を余儀なくされた。令和 2 年 4 月 8 日に緊急事態宣言が発令され、本学の活

動は悉く制限されたといえる。当初計画していた事業計画の実施計画そのものが遂行でき

ない状況に陥るだけでなく、遠隔授業の実施といった新たな対応をしなければならない事

態となり、非常に厳しい状況の中で、事業計画を遂行したことに感謝の意を表したい。 

 

Ⅰ 建学の精神の浸透と実践 

 新型コロナウイルス感染症拡大により、計画どおりに実施ができない状況の中で、実施

方法を変更し、当初の目的を達成するための工夫を行っていることを確認した。特に建学

の精神は、どこが担当というものではなく、全学部全学科、各組織の全てが実現すべきも

のであることから、自身が属する組織においてどのようなことができるかを考えながら、

他の組織と協働することでさらに発展的に建学の精神を考える機会となることを期待す

る。 

 

Ⅱ 建学の精神に基づく人材の育成 

 「Ⅰ 建学の精神の浸透と実践」と同様、実施方法を工夫することで当初の目標を達成

しようと努力していることを確認した。宗教行事だけでなく、教育課程等の大学での生活

全体を通じて、建学の精神をどのように浸透するのかを更に深めていくことを望む。 
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 また学生の希望に沿った質の高い出口保証は、概ね成果が出ている。目標値として、指

標となる国家試験合格率などを設定しているが、本来は数値目標の達成が重要なのではな

く、学生一人ひとりの夢を叶えることが最も重要である。新型コロナウィルス感染症の拡

大により、多大な制限がある中で様々な工夫を試みており、「目の前の学生のために」を

考えた熱意ある教育の成果が結果に表れている。 

残念ながら一部、思うような成果とならなかった事業もあったが、何が課題であったか

を既に検討済であることを確認している。今回の事業計画で明らかとなった課題は課題と

して精査、改善し、目の前の学生の夢を叶える教育を引き続き行っていくことを望む。 

 

Ⅲ 教育の質保証改革の推進 

 IR 推進室が設置されたことにより、教学マネジメントの確立をさらに加速するための組

織化を行うことができた。また、オンライン授業の導入により、学修ポートフォリオやル

ーブリック評価のデータ蓄積が可能となったこと、「学びのカルテ」や「ディプロマ・サ

プリメント」の配付など、大きく前進している。 

 教学マネジメントの目的は、本学が養成したい人材（DP）を養成できているのか、その

実現に必要な教育プログラム等が整備されているのかを本学が自律して確認、改善を行う

ことにある。「Vision 2024（第３次中期計画）」においても最も重要な目標であることか

ら、教育改革推進会議において方向性を定め、この方針に基づいて各組織が連携し、全学

レベルで教育改革を進めていく。 

教育環境については、Is 値調査の完了、各建物の使用状況の確認、R22 冷媒ガス対応の

空調機の現況調査が完了しており、「Vision 2024（第３次中期計画）」での計画どおり進ん

でいる。今後は、年度別整備計画を作成し、学生にとって安心・安全で学びやすい環境の

ための整備を引き続き行うことを望む。 

 

Ⅳ 研究水準及び研究成果の向上 

 大学院の開設を契機として、「日本地域共生ヘルスケア学会（仮称）」の研修会の実施

や、令和 3 年度の日本地域創生学会大会の計画など、研究活性化のための土壌ができつつ

ある。また、地域より 2 件研究依頼があり、地域ニーズへの対応に繋がるものであると確

認できた。新型コロナウイルス感染症拡大による制限があり、計画通りに研究推進ができ

ない面もあったが、工夫を重ねながら進めていることを確認した。 

 高等教育機関にとって、研究活動は必須であり、本学の価値そのものへも直結すること

を改めて認識し、更なる研究活動の活性化に努めることを望む。 

 

Ⅴ 高大接続の強化 

 コロナ禍で活動が制限される中でも、附属校・園、連携協定校との連携を進めているこ

とが確認できた。附属園では、本学の「知」を活用した連携を計画し、一部実施されてい

る。また、連携協定校については SDGs や地域創生をテーマとした探究学習を再開し、高
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校のニーズに合った対応を行っていることが確認できた。また、課題認識として、個々の

学習の提供だけでなく、パッケージ化（プログラム化）することで、継続した学びの流れ

を構築することを次の計画として提示している。学習者主体の学びをどのように提供して

いくのかを考え、更なる連携強化を期待する。 

 

Ⅵ ブランド力の強化 

 コロナ禍において、さまざまな策を講じたものの、1）受験人口の減少、2）大手私立

大学の定員厳格化による合格者絞り込みの終息、合格者の増加、3）新型コロナウイル

ス感染症拡大による接触機会の喪失により、入学定員充足には至らなかった。特に、

学生募集においては、「個」に対する丁寧な教育など本学らしさや良さを伝える機会が

制限された。 

 教育の中身（本学の特色や教育手法、学修成果の可視化等）を明確に定め発信すること

で、本学の教育活動に共感する受験生を獲得し、「ありがとうのプロフェッショナル選

抜」により AP に見合った学生を受け入れるという好循環のためには、全ての事業計画が

達成されることが重要である。 

全ての項目の達成度合いがブランド力の強化へつながることを自覚し、教職員一丸とな

って目標達成に向け確実に事業を進めることを強く望む。 

 

Ⅶ 地域社会との連携強化 

 リカレント教育プログラムの活動拠点として、加古川ヤマトヤシキにおいてサテライト

講座を整備し、計画は概ね達成している。制度の在り方についての課題提起がなされ、リ

カレントコースの分野の拡大などの方向性や地域の生涯学習の拠点化に向けた取り組みに

ついて示されていた。また連携協定先との連携においては、「地域連携に関する調査」を

実施しており、調査結果に基づく地域連携への施策への反映を期待する。 

 

Ⅷ 経営・ガバナンスの強化 

 令和 3 年度より学生支援強化のための「障がい学生支援オフィス」、研究支援強化策と

しての「研究支援課」を設置した。本学の目指すべき方向の達成に向け、新しい部署が役

割を果たすことができるよう、全学的な連携を図っていきたい。 

また、内部質保証においては、本学の内部質保証体制の第一案となる運営方針等が策定

され、要領に基づき実施された。加えて、認証評価受審に向けた準備も進められている。 

 寄付金事業においても、概ね計画通り進んでいる。 
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３．総括 

 

 令和 2（2020）年度の事業計画は、「Vision 2024（第３次中期計画）」の 1 年目にあた

る。「Vision 2024（第３次中期計画）」では、特に「教育の中身」と「教学改革」を重点的

に取り組むこととしており、これらの成果が、本学の中期計画の達成に大きな影響を与え

ることは言うまでもない。 

 「5 年後の大学像」の実現のための最初の年として、全教職員が多くの制約がある中

で、工夫を重ね成果を出していただいた。成功した計画であっても、それぞれに何かしら

の課題は存在している。明らかになった課題について、そのままにすることなく改善方策

を図り、令和 3 年度に繋げていただきたい。 

  

 

 

令和 3 年 5 月 12 日 

兵庫大学・兵庫大学短期大学部 

学長 河野 真 
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１．評価結果

評価の基準 標語 評価結果 評価結果

目標より大幅に成果を出している Ａ 3 9.4%

目標に対し概ね成果を出している Ｂ 21 65.6%

掲げた目標より下回っている Ｃ 7 21.9%

掲げた目標より大幅に下回っている Ｄ 1 3.1%

２．評価結果の割合

令和2（2020）年度事業計画評価結果

9.4%

65.6%

21.9%

3.1%

目標より大幅に成果を出している

目標に対し概ね成果を出している

掲げた目標より下回っている

掲げた目標より大幅に下回っている

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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令和2（2020）年度事業計画評価結果
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N
o

①

－

－

N
o

②
－

N
o

③

－

－

N
o

④

－

－

令
和

2
（

2
0
2
0
）

年
度

事
業

計
画

 
期

末
評

価
に

つ
い

て

戦
略

目
標

Ⅰ
-
1

建
学

の
精

神
の

理
解

責
任

者
学

長
関

連
部

署
等

学
長

室
、

F
D
・

S
D
オ

フ
ィ

ス
、

教
学

部
、

総
務

課

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
－

（
評

価
し

た
点

）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
、
定
例
礼
拝
を
継
続
し
、
建
学
の
精
神
の
浸
透
の
た
め
の
方
策
を
模

索
し
て
い
る
。

ま
た
、
10
0周

年
記
念
事
業
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
中
で
建
学
の
精
神
を
振
り
返
り
、
再
定
義
に
つ
な
が
る
成
果
が
み

ら
れ
た
。

各
組

織

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

建
学

の
精

神
・

タ
グ

ラ
イ

ン
の

定
義

と
共

有
（

Ｂ
）

－
改

善
会

議
体

－

F
D
・

S
D
研

修
の

実
施

（
Ａ

）
－

改
善

会
議

体

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

－

（
今
後
へ
の
期
待

）
学
園
創
立
10
0周

年
記
念
事
業
企
画
委
員
会
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
本
学
と
し
て
の
建
学
の
精
神
の
浸
透
方
策
を
検

討
、
実
施
す
る
こ
と
。 K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

－

（
評

価
し

た
点

）

新
任
教
職
員
に
対
す
る
建
学
の
精
神
に
関
す
る
理
解
度
が
10
0％

で
あ
る
こ
と
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
側
面
か
ら
支
援
し
、
一
人
の
教
員
も
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
疑
問
等
に
応
え

る
研
修
会
を
開
催
し
た
こ
と
。
開
催
時
期
、
テ
ー
マ
の
関
心
の
高
さ
も
あ
っ
て
、
研
修
会
参
加
者
を
多
く
集
め
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

本
来
の
目
的
で
あ
り
「
建
学
の
精
神
を
理
解
し
、
全
て
の
活
動
に
活
か
す
こ
と
を
教
職
員
1人

ひ
と
り
が
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
基
盤
の
構
築
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
KG
Iに

基
づ
く
研
修
の
実
施
等
を
求
め
る
。

改
善

指
示

事
項

（
今
後
へ
の
期
待

）

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
－

（
評

価
し

た
点

）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
た
め
、
計
画
通
り
実
施
で
き
な
い
状
況
の
中
、
周
知
方
法
を
変
更
し
対
応
し

て
い
る
こ
と
。

各
組

織

本
来
の
事
業
目
標
は
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
活
動
は
、
本
学
の
教
育
の
根

本
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
3ポ

リ
及
び
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
め
、
教
育
活
動
全
体
を
通
し
た
一
体
的
な
取

り
組
み
の
方
策
に
つ
い
て
企
画
検
討
す
る
こ
と
。

次
年
度
は
教
育
に
お
け
る
実
践
的
な
研
修
と
と
も
に
、
建
学
の
精
神
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
よ
う
な
活
動
を
期
待
す

る
。

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

非
常

勤
講

師
へ

の
周

知
（

Ｂ
）

－
改

善
会

議
体

－

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

－

（
今
後
へ
の
期
待

）

3ポ
リ
及
び
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
、
シ
ラ
バ
ス
作
成
の
際
に
本
学
の
教
育
に
つ
い
て
非
常
勤
講
師
を
含
め
た
教
員

全
員
が
共
通
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
建
学
の
精
神
を
周
知
す
る
だ
け
で
な
く
、
教

育
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
か
と
い
う
観
点
に
つ
い
て
、
関
係
部
署
等
と
協
議
を
行
い
、
必
要
な
情
報
を
共
有
す

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
当
初
の
計
画
内
容
に
基
づ
き
実
施
し
、
調
査
結
果
も
良
好
で
あ
っ
た
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

－

（
今
後
へ
の
期
待

）

建
学
の
精
神
を
周
知
す
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
建
学
の
精
神
を

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
観
点
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
任
教
職
員
へ
の
浸
透
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
を
期
待
す
る
。
「
今
後
の
展
望
」
へ
も
記
載
の
と
お
り
、
さ
ら
に
理
解
が
深
ま
る

よ
う
実
践
に
向
け
た
企
画
等
の
実
施
を
期
待
す
る
。

新
任

教
職

員
研

修
で

の
説

明
Ｂ

－
改

善
会

議
体

－

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
－
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N
o

①

－

N
o B

-

－

N
o N

－ 栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

－

N
o H

－

（
保

健
体

育
教

諭
2
人

、
養

護
教

諭
1
人

）

運
動

関
連

資
格

試
験

合
格

率
　

1
0
0
％

ジ
ュ

ニ
ア

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
1
0
0
％

）

教
学
部
、
教
職
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学
修
基
盤
セ
ン
タ
ー
、
健
康
シ
ス
テ
ム
学
科

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
－

（
評

価
し

た
点

）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
、
定
例
礼
拝
を
継
続
し
、
看
話
集
「
思
惟
（
し
ゆ
い
）
」
を
制
作

し
、
建
学
の
精
神
の
浸
透
の
た
め
の
方
策
を
模
索
し
て
い
る
。

各
組

織
－

全
学

部
全

学
科

、
宗

教
教

育
推

進
委

員
会

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

全
学

生
・

全
教

職
員

の
宗

教
関

連
行

事
へ

の
参

加
（

Ｂ
）

－
改

善
会

議
体

－

戦
略

目
標

Ⅱ
-
1

建
学

の
精

神
の

浸
透

と
教

育
課

程
の

再
構

築
責

任
者

副
学

長
（

教
育

担
当

）
関

連
部

署
等

関
連

部
署

等
全

学
部

全
学

科

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

－

（
今
後
へ
の
期
待

）
宗
教
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
宗
教
関
連
行
事
を
通
じ
て
、
建
学
の
精
神
を
ど
の
よ
う
に
浸
透

す
る
の
か
を
委
員
会
に
お
い
て
協
議
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
等
を
検
討
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

戦
略

目
標

Ⅱ
-
2

「
あ

り
が

と
う

の
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

」
の

育
成

　
学

生
の

希
望

に
沿

っ
た

質
の

高
い

出
口

保
証

責
任

者
副

学
長

（
教

育
担

当
）

（
評

価
し

た
点

）
就
職
率
10
0％

、
公
務
員
1人

合
格
（
消
防
）
、
（
1名

非
正
規
）
、
上
場
企
業
4人

の
成
果
で
あ
っ
た
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

－

（
今
後
へ
の
期
待

）

令
和
3年

度
よ
り
新
た
に
導
入
す
る
「
学
生
面
談
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、
退
学
防
止
効
果
（
退
学
率
の
改
善
有

無
）
、
改
善
点
や
課
題
等
を
精
査
し
、
教
育
改
革
に
繋
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
学
科
教
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、
学
生
指
導
に
当
た
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

公
務

員
試

験
合

格
者

　
2
人

以
上

→
1
人

合
格

Ｃ
－

改
善

会
議

体
－

現
代

ビ
ジ

ネ
ス

学
科

改
善

指
示

事
項

－

評
価

理
由

等

改
善

指
示

事
項

評
価

理
由

等

（
評

価
し

た
点

）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
、
丁
寧
な
指
導
、
対
策
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

（
国
家
試
験
合
格
率
60
.0
％
）

当
初
の
目
標
達
成
に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
な
ど
状
況
に
合
わ
せ
て
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

管
理

栄
養

士
国

家
試

験
合

格
率

　
9
0
％

以
上

→
1
5
人

（
6
0
.
0
％

）
Ｃ

要
改

善
会

議
体

－

栄
養

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
科

－
（

健
康

運
動

実
践

指
導

者
1
0
0
％

、
健

康
運

動
指

導
士

1
0
0
％ 健

康
シ

ス
テ

ム
学

科

評
価

理
由

等

国
家
試
験
の
合
格
率
が
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
（
△
31
.3
％
）
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
活
動
自
粛
等
の
背
景
は
あ
る
も
の
の
、

全
国
的
に
同
じ
環
境
下
で
の
結
果
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
度
、
国
家
試
験
対
策
の
体
制
等
に
つ
い
て
点
検
、
改
善
を
行
い
、
KP
Iを

達
成

す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）

令
和
2年

度
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
指
導
方
法
等
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
令
和
3年

度
は
学
生
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
合
格
に
向
け
た
支
援
に
更
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

今
後
の
展
望
に
記
載
の
課
題
①
総
合
演
習
Ⅲ
の
試
験
・
成
績
評
価
の
見
直
し
、
②
4年

次
Ⅱ
期
の
伸
び
悩
み
対
策
、
③

総
合
演
習
Ⅳ
単
位
修
得
後
の
気
の
緩
み
対
策
へ
の
対
応
を
期
待
す
る
。

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
教
員
採
用
試
験
に
既
卒
者
2人

が
合
格
し
て
お
り
、
受
験
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
既
卒
者
に
も
配
慮
し
た

支
援
対
策
を
行
い
、
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

－
改

善
指

示
事

項

教
員

採
用

試
験

合
格

者
　

3
人

以
上

→
既

卒
者

2
人

合
格

Ｂ

要
改

善
会

議
体

改
善

指
示

事
項

採
用
試
験
合
格
率
の
向
上
に
向
け
た
大
学
全
体
と
し
て
の
採
用
試
験
へ
の
支
援
フ
ロ
ー
（
既
卒
者
対
応
を
含
む
）
を
構
築
し
、
各
学

科
、
部
署
等
が
連
携
し
学
生
支
援
に
当
た
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
選
定
し
、
戦
略
に
基
づ
く
対
策
・
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

8



N
o K

保
健

師
国

家
試

験
合

格
率

　
1
0
0
％

→
1
2
人

（
1
0
0
.
0
％

）

看
護
学
科

N
o S

社
会
福
祉
学
科

N
o Y

－ 教
学
部
、
教
職
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学
修
基
盤
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
福
祉
学
科

N
o C

－ 教
学
部
、
教
職
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学
修
基
盤
セ
ン
タ
ー
、
保
育
科
第
一
部
・
第
三
部

－

－

改
善

指
示

事
項

－
看

護
学

科

評
価

理
由

等

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
・
看
護
師
国
家
試
験
合
格
率
90
.3
％
、
保
健
師
国
家
試
験
合
格
率
10
0.
0％

・
公
務
員
（
保
健
師
）
は
3名

合
格

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

－

改
善

指
示

事
項

看
護

師
国

家
試

験
合

格
率

　
1
0
0
％

→
8
4
人

（
9
0
.
3
％

）

Ｂ

要
改

善
会

議
体

－

精
神

保
健

福
祉

士
国

家
試

験
合

格
率

7
5
％

→
5
人

（
1
0
0
％

）

改
善

指
示

事
項

－
認

定
資

格
　

取
得

率
1
0
0
％

社
会

福
祉

学
科

看
護
師
国
家
試
験
の
合
格
率
が
全
国
平
均
と
比
べ
て
低
い
。
再
度
、
国
家
試
験
対
策
の
体
制
等
に
つ
い
て
点
検
、
改
善
を
行
い
、
KP
Iを

達
成
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
「
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
」
に
記
載
の
と
お
り
、
低
学
年
生
へ
の
早
期
か
ら
の
学
修
機
能
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
高
学
年
と

低
学
年
双
方
へ
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
期
待
す
る
。

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

評
価

理
由

等

（
評

価
し

た
点

）
教
員
の
細
や
か
な
指
導
、
学
生
の
意
欲
的
な
学
習
な
ど
に
よ
り
、
目
標
値
を
大
幅
に
上
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

－

改
善

指
示

事
項

社
会

福
祉

士
国

家
試

験
合

格
率

7
0
％

→
1
0
人

（
8
3
.
3
％

）

Ａ

要
改

善
会

議
体

公
務

員
（

公
立

園
）

合
格

率
1
0
％

→
1
1
.
5
％

Ｂ
要

改
善

会
議

体

こ
ど

も
福

祉
学

科
改

善
指

示
事

項

入
学
部
、
学
長
室
と
連
携
し
国
家
試
験
に
対
す
る
取
り
組
み
や
そ
の
成
果
等
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）

本
学
の
高
い
合
格
率
は
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
安
定
的
に
合
格
率
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

国
家
試
験
対
策
、
模
試
の
試
験
監
督
、
問
題
作
成
、
個
人
カ
ル
テ
、
個
別
指
導
等
の
国
家
試
験
の
業
務
負
担
に
つ
い
て

は
、
全
学
科
共
通
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
大
学
全
体
で
の
対
応
に
つ
い
て
は
教
学
部
を
主
管
部
署
と
し
て

検
討
を
行
い
た
い
。

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

－
評

価
理

由
等

（
評

価
し

た
点

）
他
部
署
等
と
の
連
携
を
図
り
、
目
標
と
し
て
い
た
合
格
率
を
上
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。

学
科
と
教
職
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
連
携
が
採
用
試
験
の
結
果
に
繋
が
っ
て
い
る
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

－

改
善

指
示

事
項

採
用
試
験
合
格
率
の
向
上
に
向
け
た
大
学
全
体
と
し
て
の
採
用
試
験
へ
の
支
援
フ
ロ
ー
を
構
築
し
、
各
学
科
、
部
署
等
が
連
携
し
学
生

支
援
に
当
た
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）

改
善

指
示

事
項

－
評

価
理

由
等

（
評

価
し

た
点

）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
、
丁
寧
な
指
導
、
対
策
等
を
行
い
、
過
去
最
高
の
9人

の
合
格
を
得

た
。

学
科
と
教
職
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
連
携
が
採
用
試
験
の
結
果
に
繋
が
っ
て
い
る
。

各
組

織

安
定
的
に
合
格
率
を
維
持
で
き
る
よ
う
更
な
る
充
実
と
支
援
体
制
の
構
築
を
期
待
す
る
。

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

公
務

員
（

公
立

園
）

合
格

率
1
0
名

以
上

→
9
名

Ｂ
要

改
善

会
議

体

保
育

科
第

一
部

・
第

三
部

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

採
用
試
験
合
格
率
の
向
上
に
向
け
た
大
学
全
体
と
し
て
の
採
用
試
験
へ
の
支
援
フ
ロ
ー
を
構
築
し
、
各
学
科
、
部
署
等
が
連
携
し
学
生

支
援
に
当
た
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。
（
教
学
部
、
教
職
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学
修
基
盤
セ
ン
タ
ー
）

入
学
部
、
学
長
室
と
連
携
し
保
育
科
の
新
た
な
取
り
組
み
や
公
務
員
対
策
等
の
強
化
等
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
安
定
的

に
合
格
率
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
新
し
く
導
入
す
る
「
サ
ン
キ
ュ
ー
💛

サ
プ
リ
」
を
最
大
限
活
用
し
、
更
な
る
支
援
体
制
の
強
化
を
期
待
す
る
。
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N
o

①
教
育
改
革
推
進
会
議

－

N
o

②
－ －

N
o

③
－ 学
科
長
会
議

N
o

④
－ － －兵
大
Ba
si
cs
 A
BC
及
び
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
力
と
3ポ

リ
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
評
価
指
標
、
評
価
基
準
の
設
定
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確
立
に
向
け
制
度
を
設
計
し
、
関
連
部
署
等
と
共
に
早
急
に
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
こ
と
。

評
価

理
由

等

関
連

部
署

等
F
D
・

S
D
オ

フ
ィ

ス
、

I
R
推

進
室

、
全

学
部

全
学

科
、

教
学

部

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

戦
略

目
標

Ⅲ
-
1

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
確

立
責

任
者

副
学

長
（

教
育

担
当

）

（
評

価
し

た
点

）
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
に
重
要
な
「
兵
大
Ba
si
cs
AB
C」

、
「
兵
大
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
力
」
の
構
築
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
教
学
部
、
IR
推
進
室
が
協
働
し
、
学
び
の
カ
ル
テ
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
サ
プ
リ
メ
ン

ト
の
配
付
な
ど
が
進
ん
で
い
る
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

「
今
後
の
展
望
」
に
記
載
の
教
育
内
容
の
質
や
目
標
が
未
検
討
で
あ
る
こ
と
は
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
信
頼
性
の
観

点
か
ら
も
看
過
で
き
な
い
。
関
連
学
部
学
科
、
部
署
等
と
連
携
し
設
計
す
る
こ
と
。

改
善

指
示

事
項

兵
大

B
a
s
i
c
s
 
A
B
C
及

び
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

力
の

実
施

と
評

価
法

の
検

討
Ｂ

要
改

善
会

議
体

改
善

指
示

事
項

学
修

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

の
導

入
・

実
施

（
Ｂ

）
－

改
善

会
議

体

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

－

（
今
後
へ
の
期
待

）
学
生
自
身
が
自
分
の
学
修
成
果
に
つ
い
て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
び
の
成
果
の
可
視
化
を
進
め
、
学
生
に

よ
る
活
用
が
浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

－

（
評

価
し

た
点

）

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入
に
伴
い
学
修
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
の
デ
ー
タ
蓄
積
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
定
に
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
速

や
か
に
制
度
構
築
が
な
さ
れ
、
滞
り
な
く
授
業
が
実
施
で
き
た
こ
と
。

ま
た
、
各
学
科
の
国
試
対
策
な
ど
で
活
用
が
始
ま
り
、
学
び
の
カ
ル
テ
等
の
学
生
配
布
も
実
施
で
き
た
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
活
用
に
関
す
る
本
学
の
方
針
等
を
策
定
し
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
に
組
み

込
む
こ
と
。

4月
時
の
計
画
に
お
い
て
、
「
学
科
主
要
科
目
で
の
導
入
・
実
施
が
充
分
で
な
い
」
と
の
課
題
意
識
が
あ
っ
た
が
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
改
善
活
動
を
行
っ
た
か
、
ま
た
、
期
末
時
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
確
認
が
必
要

で
あ
る
。

改
善

指
示

事
項

－

（
今
後
へ
の
期
待

）

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
・

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ツ
リ

ー
の

見
直

し
と

活
用

法
の

検
討

Ｂ
要

改
善

会
議

体

改
善

指
示

事
項

－ 「
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
」
に
記
載
の
課
題
（
資
格
・
免
許
に
関
し
、
大
学
と
し
て
の
必
要
性
や
方
向
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
）
に
つ

い
て
、
現
状
と
改
善
方
策
に
つ
い
て
学
科
長
会
議
で
協
議
し
、
教
育
改
革
推
進
会
議
に
上
程
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
本
学
の
DP
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
CP
で
あ
る
か
の
確
認
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
、
点
検
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

評
価

理
由

等

（
評

価
し

た
点

）
副
学
長
（
教
育
担
当
）
が
中
心
と
な
り
、
学
科
長
会
議
の
協
力
の
下
、
各
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
（
点
検
）

を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

－

改
善

指
示

事
項

（
評

価
し

た
点

）
部
署
設
置
1年

が
経
過
し
、
そ
の
中
で
学
生
情
報
を
統
合
し
、
デ
ー
タ
提
供
が
で
き
る
体
制
ま
で
構
築
さ
れ
た
こ
と
、

加
え
て
、
他
部
署
等
と
連
携
し
、
「
学
び
の
カ
ル
テ
」
や
「
デ
ィ
プ
ロ
マ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
な
ど
の
学
生
配
付
が
実
現

し
た
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

－

改
善

指
示

事
項

I
R
推

進
室

の
体

制
構

築
と

質
の

向
上

Ａ
－

改
善

会
議

体

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

－

（
今
後
へ
の
期
待

）
学
生
情
報
が
統
合
一
元
化
さ
れ
IR
に
基
づ
く
本
学
の
教
学
改
革
を
進
め
る
た
め
、
Hu
 s
ys
te
mの

全
学
的
な
活
用
を
期

待
す
る
。
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N
o

⑤

－
事
務
部

－

N
o

①

－

N
o

②
研
究
推
進
会
議

共
同
研
究
等
を
確
保
す
る
た
め
の
組
織
的
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

N
o

③
－ －

戦
略

目
標

Ⅲ
-
3

教
育

・
学

生
支

援
環

境
の

整
備

・
充

実
責

任
者

学
長

関
連

部
署

等
事

務
部

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

施
設

・
設

備
の

総
点

検
と

年
度

別
整

備
計

画
の

完
成

Ｂ
要

改
善

会
議

体
－

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
－

（
評

価
し

た
点

）
各

組
織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
建
物
、
設
備
等
に
つ
い
て
耐
震
状
態
を
含
め
点
検
結
果
の
報
告
を
行
う
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
耐
震
計
画
案
を
次
年
度
中
に
作
成
し
、
学
園
中
期
計
画
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

全
学

部
全

学
科

、
学

長
室

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

研
究

会
の

開
催

Ｂ
－

改
善

会
議

体
－

戦
略

目
標

Ⅳ
-
1

研
究

生
産

性
の

向
上

責
任

者
副

学
長

（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

－
改

善
指

示
事

項
－

（
今
後
へ
の
期
待

）
－

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
－

（
評

価
し

た
点

）
研
修
会
の
開
催
、
令
和
3年

度
開
催
予
定
の
学
会
の
準
備
が
進
ん
だ
こ
と
。

各
組

織

全
学

部
全

学
科

、
学

長
室

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

共
同

研
究

・
委

託
研

究
の

ニ
ー

ズ
に

基
づ

く
マ

ッ
チ

ン
グ

（
Ｃ

）
要

改
善

会
議

体

戦
略

目
標

Ⅳ
-
2

地
域

ニ
ー

ズ
対

応
型

研
究

の
推

進
責

任
者

副
学

長
（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

－

改
善

指
示

事
項

マ
ッ
チ
ン
グ
及
び
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
研
究
活
動
の
推
進
の
た
め
、
附
属
総
合
科
学
研
究
所
の
運
営
体
制
等
を
検
討
、
構
築
す
る

こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
研
究
者
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
新
た
な
研
究
活
動
の
契
機
と
な
る
よ
う
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
情
報
収
集
に
努
め
る

こ
と
。

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
－

各
組

織
附
属
総
合
科
学
研
究
所

看
護

学
研

究
科

、
学

長
室

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

研
究

学
会

の
設

立
と

学
術

集
会

の
開

催
Ｂ

－
改

善
会

議
体

戦
略

目
標

Ⅳ
-
3

「
知

」
の

集
積

拠
点

と
し

て
の

研
究

基
盤

の
形

成
責

任
者

副
学

長
（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

－

改
善

指
示

事
項

－
（
今
後
へ
の
期
待

）
日
本
地
域
共
生
ヘ
ル
ス
ケ
ア
学
会
は
大
学
か
ら
独
立
し
た
組
織
と
な
る
。
学
会
設
立
後
は
、
設
立
の
趣
旨
の
実
現
に
向

け
自
立
し
て
運
営
を
行
う
こ
と
。
（
看
護
学
研
究
科
）

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
、
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

各
組

織
－
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N
o

①
－ －

－

N
o

②
－ －

N
o

①

－

N
o

②
－ － 現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、
入
学
部

－

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
、
附
属
園
と
の
連
携
事
業
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

各
組

織
 附

属
校
化
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

全
学

部
、

教
学

部
、

入
学

部

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

接
続

教
育

強
化

の
た

め
の

附
属

校
・

園
と

の
教

員
合

同
F
D
の

企
画

Ｂ
要

改
善

会
議

体

戦
略

目
標

Ⅴ
-
1

附
属

校
・

園
と

の
連

携
強

化
責

任
者

学
長

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

附
属
校
に
お
け
る
探
求
学
習
の
開
始
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
附
属
校
と
し
て
の
強
み
を
活
か
す
よ
う
、
教
育
改
革
に
対
す
る
強
力
な

働
き
か
け
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
附
属
園
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
ST
EA
M、

食
育
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
つ
い
て
も
事
業
展
開
を
期
待
す
る
。

戦
略

目
標

Ⅴ
-
2

高
等

学
校

と
の

連
携

強
化

責
任

者
副

学
長

（
教

育
担

当
）

連
携

協
定

校
へ

の
探

究
学

習
の

提
供

（
Ｂ

）
要

改
善

会
議

体

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

関
連

部
署

等
全

学
部

、
入

学
部

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
連
携
に
基
づ
く
事
業
件
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
充
分
で
は
な
か
っ
た
が
、
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
、
探
究
学
習
指

導
を
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め
て
い
る
。

各
組

織
全
学
部
全
学
科

〔
留

意
事

項
〕

－

改
善

指
示

事
項

入
学
後
に
探
究
学
習
を
活
か
し
た
学
び
を
継
続
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
探
究
学
習
で
の
連
携
を
通
じ
、
高
校
側
が
求
め
る
も
の
を
把
握
し
、
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
の
構
築

を
期
待
す
る
。

改
善

指
示

事
項

大
学
全
般
及
び
各
学
部
学
科
の
募
集
広
報
活
動
の
目
標
等
に
つ
い
て
、
「
Vi
si
on
 2
02
4（

第
3次

中
期
計
画
）
」
を
確
認
し
、
そ
の
具

体
策
を
大
学
運
営
会
議
及
び
改
善
会
議
体
で
策
定
し
、
実
効
化
に
向
け
て
、
そ
の
内
容
を
各
学
科
、
部
署
等
へ
共
有
、
推
進
す
る
こ

と
。

評
価

理
由

等

（
評

価
し

た
点

）
－

各
組

織
－

全
学

部
、

入
学

部

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

入
学

定
員

の
確

保
入

学
定

員
の

1
.
1
倍

以
上

（
6
2
7
人

（
定

員
5
8
0
人

）
）

Ｃ

要
改

善
会

議
体

教
育
改
革
推
進
会
議
、
研
究
推
進
会
議
、
地
域
連
携
推
進
会
議

戦
略

目
標

Ⅵ
-
1

収
容

定
員

の
充

足
責

任
者

副
学

長
（

教
育

担
当

）
関

連
部

署
等

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

－
（
今
後
へ
の
期
待

）
様
々
な
策
を
講
じ
た
も
の
の
、
入
学
定
員
の
確
保
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
安
定
的
に
学
生
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
更
な

る
募
集
活
動
の
充
実
を
期
待
す
る
。

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
目
標
値
15
人
に
対
し
、
10
人
と
目
標
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
的
流
行
の
中
、
外
国
人
留
学
生
獲
得
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

学
科
と
し
て
目
標
値
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
か
、
ま
た
次
年
度
に
向
け
た
目
標
値
や
活
動
計
画
等
の
報
告
を
求

め
る
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
は
、
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
進
展
に
も
好
影
響
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
安
定
的
に
入

学
生
を
確
保
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

外
国

人
留

学
生

の
積

極
的

受
入

れ
（

Ⅽ
）

要
改

善
会

議
体

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

12



N
o

③
－ － 教
学
部

－

N
o

④
－ － 事
務
部

－

N
o

①

－

N
o

②
地
域
連
携
推
進
会
議

－ －

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
新
た
に
認
可
申
請
書
、
届
出
関
係
書
を
公
開
し
て
い
る
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

事
務

部

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

教
育

情
報

の
公

表
ペ

ー
ジ

の
充

実
Ｃ

要
改

善
会

議
体

戦
略

目
標

Ⅵ
-
2

U
S
R
（

大
学

の
社

会
的

責
任

）
活

動
に

よ
る

信
頼

の
確

保
責

任
者

副
学

長
（

教
育

担
当

）
関

連
部

署
等

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
平
成
29
年
11
月
一
部
改
正
）
第
二
十
二
条
の
六
に
基
づ
く
教
職
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
、
早
急
に
対
応

す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
US
R活

動
は
情
報
を
公
表
す
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
公
表
す
る
情
報
の
中
身
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
社
会
か
ら

の
信
頼
確
保
に
繋
が
る
情
報
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
関
連
部
署
等
で
連
携
を
図
り
、
検
討
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

戦
略

目
標

Ⅵ
-
4

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

信
頼

関
係

の
醸

成
責

任
者

学
長

関
連

部
署

等
事

務
部

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
－

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

同
窓

会
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
Ｄ

要
改

善
会

議
体

同
窓
会
は
本
学
の
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
強
化
に
向
け
支
援
策
等
を
検
討
し
、
実
施
す
る
こ
と
。
ま

た
、
学
園
創
立
10
0周

年
を
契
機
と
し
て
、
学
園
・
同
窓
会
双
方
の
発
展
に
資
す
る
関
係
の
在
り
方
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
信
頼
関
係
維
持
に
向
け
、
執
行
部
と
協
働
し
て
課
題
解
決
に
あ
た
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

戦
略

目
標

Ⅶ
-
1

社
会

的
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
提

供
責

任
者

副
学

長
（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

関
連

部
署

等
エ

ク
ス

テ
ン

シ
ョ

ン
・

カ
レ

ッ
ジ

「
今
後
の
展
望
」
で
は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
科
目
等
履
修
生
度
や
時
間
割
の
編

成
等
現
行
制
度
を
見
直
す
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
学
全
体
の
方
針
を
決
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
を
関
係
部
署
等
へ
行
う
こ

と
。

評
価

理
由

等

（
評

価
し

た
点

）

コ
ロ
ナ
禍
で
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
予
定
し
て
い
た
Ⅰ
期

か
ら
の
実
施
は
見
送
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ⅱ
期
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
中
で
も
実
施
し
、
次
年
度
に
つ
な
が
る

基
盤
は
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
厳
し
い
状
況
の
中
、
利
便
性
の
高
い
加
古
川
ヤ
マ
ト
ヤ
シ
キ
で
リ
カ
レ
ン
ト

コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

各
組

織
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

導
入

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

導
入

（
Ｂ

）
要

改
善

会
議

体
業
務
推
進
会
議

改
善

指
示

事
項

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
充
実
・
拡
張
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
活
用
方
策
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
・
報
告
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
－

戦
略

目
標

Ⅶ
-
2

連
携

協
定

先
と

の
さ

ら
な

る
連

携
強

化
責

任
者

副
学

長
（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

連
携

協
定

先
へ

の
満

足
度

調
査

の
実

施
Ｂ

要
改

善
会

議
体

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

関
連

部
署

等
社

会
連

携
オ

フ
ィ

ス

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

本
学
の
地
域
貢
献
の
考
え
方
、
連
携
協
定
先
と
の
強
化
方
針
を
早
急
に
定
め
推
進
す
る
こ
と
。

（
評

価
し

た
点

）
各

組
織

社
会
連
携
オ
フ
ィ
ス

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

満
足
度
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
集
計
及
び
分
析
を
行
い
、
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
満
足
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
改
善
方
策
等
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
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N
o

③
－

N
o

① N
o

②

－ －

N
o

③

－ －

　
（

　
）

は
コ

ロ
ナ

禍
で

、
当

初
計

画
や

活
動

内
容

の
大

幅
な

変
更

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

た
め

、
変

更
後

の
目

標
、

実
施

方
法

に
対

す
る

評
価

を
行

っ
た

。

社
会

連
携

オ
フ

ィ
ス

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

地
域

で
の

活
動

の
拡

大
（

P
B
L
型

授
業

推
進

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

参
加

等
）

（
Ｂ

）
要

改
善

会
議

体

改
善

指
示

事
項

戦
略

目
標

Ⅶ
-
3

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
教

育
・

研
究

支
援

責
任

者
副

学
長

（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
も
そ
の
実
績
を
確
認
す
る
こ
と
。

改
善

指
示

事
項

中
間
報
告
時
に
あ
っ
た
PB
L授

業
に
つ
い
て
の
満
足
度
の
点
数
化
に
つ
い
て
、
集
計
及
び
分
析
を
行
い
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
－

－
評

価
理

由
等

（
評

価
し

た
点

）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
き
く
地
域
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
複
数
の
正
課
内
外
の

活
動
が
実
施
さ
れ
PB
Lグ

ラ
ン
プ
リ
を
開
催
す
る
な
ど
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

各
組

織
社
会
連
携
オ
フ
ィ
ス

事
務

部

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

事
務

組
織

の
改

革
・

整
備

（
Ⅽ

）
要

改
善

会
議

体
業
務
推
進
会
議

戦
略

目
標

Ⅷ
-
1

機
動

的
な

意
思

決
定

を
可

能
と

す
る

組
織

体
制

の
確

立
責

任
者

学
長

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

DX
の
推
進
、
将
来
を
見
据
え
た
新
し
い
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
組
織
体
制
づ
く
り
が
遅
れ
て
い
る
。

改
善

指
示

事
項

教
学
情
報
、
管
理
運
営
、
財
務
情
報
等
の
DX
推
進
を
加
速
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
対
応
及
び
生
産
性
向
上
に
向
け
た
検

討
を
行
い
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待

）
－

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
業
務
の
棚
卸
し
や
、
各
部
署
の
目
的
に
沿
っ
た
事
務
分
掌
の
整
理
な
ど
、
大
学
の
方
針
を
提
示
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
改
善
指
示
を
各
部

署
等
へ
行
う
こ
と
。

（
評

価
し

た
点

）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
柔
軟
な
組
織
的
対
応
及
び
勤
務
体
制
の
見
直
し
が
図
ら
れ

た
。

事
務
組
織
の
整
備
・
改
革
に
つ
い
て
は
、
成
案
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
業
務
改
善
の
た
め
の
提
案
を
意
識
的
に

行
っ
て
い
る
。

各
組

織
事
務
部

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
各
種
委
員
会
が
多
く
委
員
会
の
趣
旨
・
目
的
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
内
部
質
保
証
の
観
点
か
ら
委
員
会
の
整
理
統
合
、
委
員
会

の
目
的
の
確
認
、
規
程
の
精
査
等
を
行
い
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
確
認
を
行
う
こ
と
。

（
評

価
し

た
点

）
(1
)質

保
証
方
針
の
策
定
、
(2
)本

学
の
内
部
質
保
証
体
制
の
構
築
、
(3
)認

証
評
価
に
向
け
た
準
備
が
大
幅
に
進
ん

だ
。

各
組

織

学
長

室

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

内
部

質
保

証
の

方
針

の
制

定
及

び
体

制
の

制
度

化
Ｂ

要
改

善
会

議
体

業
務
推
進
会
議

戦
略

目
標

Ⅷ
-
2

内
部

質
保

証
の

確
立

責
任

者
学

長
関

連
部

署
等

〔
留

意
事

項
〕

－
改

善
指

示
事

項
（
今
後
へ
の
期
待

）
内
部
質
保
証
、
認
証
評
価
に
向
け
た
準
備
を
遅
滞
な
く
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

戦
略

目
標

Ⅷ
-
3

財
政

基
盤

の
強

化
責

任
者

学
長

－

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
－

関
連

部
署

等
事

務
部

、
学

長
室

K
P
I

学
長

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
－

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

－

改
善

指
示

事
項

（
今
後
へ
の
期
待

）
学
園
創
立
10
0周

年
記
念
事
業
と
合
わ
せ
、
寄
付
金
事
業
に
つ
い
て
更
な
る
充
実
を
期
待
す
る
。

多
様

な
収

入
源

の
確

保
策

の
検

討
Ｂ

－
改

善
会

議
体
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